
下松市・報道発表（配布）資料 

令和８年２月２４日 

部 課 名 課  長 担  当  連 絡 先（直通） 

教育委員会教育総務課 引頭 康行 齊藤 叶太 ４５－１８６６ 

１．件 名 下松市内小学校新入学児童への防犯ブザー贈呈式について 

２．目 的 

令和８年度に市内小学校に入学する児童の登下校の安全を確保するた

め、山口県民共済生活協同組合から、防犯ブザーの贈呈を受けるもの。 

※対象は市内新入学児童４９２名（令和８年２月２０日時点） 

３．日 時 令和８年３月４日（水）  １０：００ ～ （２０～３０分程度） 

４．場 所 下松市大手町３－３－３ 下松市役所 ５階 教育長室 

５．主催者 
山口県民共済生活協同組合（理事長 三浦 靖彦） 

下松市教育委員会 

６．内 容 

一、開式のことば 

一、山口県民共済あいさつ 

一、教育長へ目録贈呈 

一、新入学児童代表へ防犯ブザー贈呈 

一、教育長謝辞 

一、閉式のことば 

７．参加者 

（予定） 

敬称略 

山口県民共済生活協同組合  理事長 三浦 靖彦（みうら やすひこ） 

下松警察署         署 長 藤井 丈弘（ふじい たけひろ） 

学校法人四恩学園       

幼保連携型認定こども園    

四恩幼稚園         副園長 清水 望子（しみず のぞみ） 

令和８年度新入学児童代表      石田 桧誠（いしだ かいせい） 

令和８年度新入学児童代表      嶋市 ひなた（しまいち ひなた） 

（四恩幼稚園園児） 

下松市教育委員会 

８．その他 
・防犯ブザーの贈呈は令和元年度から開始され、今回で７回目。 

・県民共済生活協同組合からの資料は別紙のとおり。 

 



報道各位
防犯ブザーの贈呈について

～　下松市教育委員会へ贈呈　～
令和8年2月24日

１　開催日時

２　開催場所

３　立 会 者

4　次第 　　・　開会

　　・　山口県民共済生活協同組合　理事長あいさつ

　　・　防犯ブザーの贈呈

　　・　下松市教育長あいさつ

　　・　記念撮影

５　その他

　

1　設　　立 平成元（1989）年2月4日

2　事業開始 平成元（1989）年3月1日

3　事 業 所 本　　所　　周南市桜馬場通1－16

下関支所　　下関市秋根西町2－10－23

4　代表者 理 事 長　　三浦　靖彦　（みうら　やすひこ）　　

5　事　　業

  　共済事業

おける県民共済の普及推進、加入者サービスを行っています。

6　組合員数 約３０万人

7　役職員等の数 合計　６０人

8　県民共済とは

9 　問い合わせ先

　　○　山口県民共済生活協同組合　理事長　三浦　靖彦（みうら　やすひこ）

　　　　　　山口県民共済生活協同組合理事長から児童へ手渡し

　平成29年10月11日に山口県民共済は山口県警と「地域の安全対策に関する

山口県民共済生活協同組合は、令和8年4月に下松市内の小学校に入学される児童の登下校の安全

確保に協力するため、3月4日、防犯ブザー550個を下松市教育委員会に贈呈します。

 贈呈された防犯ブザーは下松市教育委員会を通じて市内の新入学児童全員に届けられます。

　防犯ブザーの贈呈は、令和２年４月の新入生から実施。

令和8年3月4日（水）午前10時

下松市役所　教育長室

　　○　下松市教育委員会　　　　　教育長　玉川　良雄（たまがわ　よしお）

記

　　○　下松警察署　　　　　　　　署　長　藤井　丈弘（ふじい　たけひろ）

　　○　当日は、新入学予定の児童２名が出席予定

に対して「防犯ブザー」を贈呈し、この活動に役立てる。

覚書」を締結し、その活動の一環に「子供の見守り活動」があり、新小学1年生

　これまで累計3,420個を贈呈している。

「非営利・最大奉仕・人道主義」という共済の理念に立脚し、山口県内に

　全国生活協同組合連合会（全国生協連）が元受団体となり、全国47都道府県

　昭和48年（1973年）に埼玉県民共済が発足、その後、昭和57（1982）年

　共済加入数の合計は令和7年3月末現在、約２，１５０万件となっています。

　いわゆる4大共済のひとつに数えられています。（ほかは、こくみん共済coop

 　　　　　　　　　　　　　　電話　０８３－２４２－６１００

山口県民共済生活協同組合　下関所長　松本秀利（まつもと　ひでとし）

から全国生協連を元受として全国展開を進めました。         

で展開する共済保険事業です。

（全労済）、コープ共済、JA共済）


